
写
等
に
よ
り
行
う。

同
信
用
状
を
開
設
し
て
決
済
す
る
場
合
の
輸
入
詩
掛
資
金
に
対
す
る
外
国
為
替
貸
付
の
実
施

F
O
B建
輸
入
に
お
い
て
運
賃
、
保
険
料
等
輸
入
諸
掛
資
金
を
信
用
状
を
開
設
し
て
決
済

す
る
場
合
ー
と
れ
に
要
す
る
外
貨
資
金
に
つ
い
て
は
右
信
用
状
に
基
き
振
出
さ
れ
た
手
形
の

本
邦
到
着
の
時
主
で
を
限
っ
て
外
国
為
替
貸
付
を
実
施
す
る
こ
と
L
な
っ
た
。

【附
和
二
十
五
年
十

一
月
十
五
日
】

通
貨
発
行
限
度
の
変
更
に
つ
い
て

通
貨
発
行
容
諮
会
で
は
今
般
第
一
一一
・
四
半
期
の
資
金
需
給
計
画
を
検
討
し
た
結
果
、
通
貨
発

行
限
度
を
従
来
の
三
、
五

O
O億
円
〈
二
十
三
年
十
二
月
決
定
)
よ
り
三
、
九

O
O億
阿
に
引
上

げ
る
こ
と
に
決
定
し
た

0

・

円昭
和
二
十
五
年
十
一
月
二
十
五
日
】

十

二

月

定
期
預
金
刺
率
等
の
引
上

本
行
政
策
委
員
会
で
は
金
利
制
整
審
議
会
の
答
申
に
絡
会
、
定
期
預
金
利
率
等
の
母
両
限
度

を
次
の
、
通
り
引
上
げ
、
明
年
一
月
四
臼
よ
り
実
施
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

な
お
右
に
附
す
る
大
蔵
省
特
示
は
十
二
月
二
十
五
白
頃
と
な
る
見
込
で
あ
る
。

付
定
期
預
金
利
本
の
最
高
限
度

期
間
六
ヶ
月
の

も

の

年

利

四

分
六
厘
(
ご
一座
引
上
)

期
間

-
ヶ
年

-

7

9

・五

分

(

三

厘

壬

〉

口
指
定
金
銭
信
託
の
予
定
配
当
率
の
最
高
限
度

信
託
期
闘

一
年
以
上
の
も
の

年

利

五
分

(一一
一厘
引
上
)

信配前
期
間
二

年

長

長

六

分

(

五

一腹

手

)

信
舵
期
間
五
年

4

9

七
分

〈
一
分
長
〉

'
な
お
-
年
末
摘
の
指
定
金
銭
信
託
の
予
定
配
当
部
は
そ
の
期
聞
に
応
じ
定
州
預
金
の
利
率

を
適
用
す
る
こ
と
L
し
、
又
三
ヶ
月
未
満
の
も
の
に
つ
い
て
は
通
知
預
金
利
率
を
適
用
す
る

こ
と
‘
ふ
す
る
。

【聞
和
二
十
五
年
十
一
一
月
十
五
日
】

民
間
輸
入
の
原
油
引
取
資
金
に
つ
き
ス
タ
ン
プ
手
形
制
度
を
適
用

従
来
原
油
の
輸
入
は
政
府
又
は
外
商
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
た
の
で
、
精
油
業
者
の
引
取
資
金

に
つ
い
て
は
商
業
手
形
に
よ
る
決
済
が
不
可
能
で
あ
っ
た
為
め
、
精
油
業
者
振
出
の
則
間
五
ヶ

月
以
内
の
手
形
に
限
り
ス
タ
ン
プ
手
形
制
度
の
適
用
を
認
め
て
来
た
と
こ
ろ
、
今
般
原
油
の
輪

総
務
部
短
信

昭
和

二
十
六
年
分

入
が
ガ
リ
オ
ア
資
金
に
よ
る
も
の
を
除
き
全
面
的
に
民
間
輸
入
に
切
換
え
ら
れ
精
油
業
者
が
自

ら
輸
入
す
る
こ
と
与
な
っ
た
が
、
従
来
ス
タ
ン
プ
手
形
制
度
の
適
用
を
認
め
て
き
た
実
質
的
事

由
に
は
何
等
変
り
が
無
い
の
で
、
本
行
の
外
国
為
替
貸
付
又
は
外
銀
の
ユ
ー
ザ

γ
ス
利
用
を
勘

案
し
手
形
期
間
三
ヶ
月
以
内
を
限
っ
て
従
来
問
機
ス
タ
ン
プ
手
形
制
度
を
適
用
す
る
こ
と
、
ふ
し

た。

【
昭
和
二
十
五
年
十
二
月
ア
一
十
五
日
】

昭
和
二
十
六
年
分

月

農
業
手
形
制
度
の
改
正

農
業
手
形
制
度
は
農
家
経
済
の
現
状
か
ら
見
て
本
年
も
引
続
い
て
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
の
で
、
予
想
さ
れ
る
麦
及
び
雑
穀
の
統
制
緩
和
措
置
に
も
対
応
し
得
る
よ
う
、
次

の
要
領
に
よ
り
改
正
し
北
海
道
、
東
北
、
北
陸
(
新
潟
、
富
山
、
石
川
、
楠
井
)
に
お
い
て
は
一

月
よ
り
、
そ
の
他
の
都
府
県
に
お
い
て
は
二
月
よ
り
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

付

麦

作

付
良
家
に
つ
い
て
は
二
十
六
年
度
よ
り
の
麦
類
統
制
穏
和
措
置
に
備
え
そ
の
収
穫
す

る
麦
の
販
売
先
を
指
定
さ
せ
、
省
販
売
先
と
農
業
手
形
制
度
に
よ
る
借
入
先
と
の
聞
に
麦
の

販
売
等
に
関
す
る
契
約
を
締
結
さ
せ
、
農
業
災
害
補
償
法
に
基
く
共
済
金
を
裏
付
と
し
て
引

続
含
本
制
度
の
適
用
を
認
め
る
こ
と
と
す
る
。

H
H

北
海
道
の
馬
鈴
薯
及
び
雑
穀
作
付
農
家
に
つ
い
て
は
二
十
六
年
度
よ
り
の
馬
鈴
暮
及
び
雑

穀
の
統
制
完
全
撤
廃
に
櫛
え
、
そ
の
収
穫
す
る
馬
鈴
術
省
及
び
雑
穀
に
つ
き
麦
の
場
合
と
同
織

に
販
売
先
指
定
等
の
措
世
を
採
ら
せ
、
現
行
通
り
の
操
業
手
形
共
清
基
金
制
度
を
袈
付
と
し

て
引
統
袋
、
木
制
度
の
適
用
を
認
め
る
こ
と
と
す
る
。

伺

対

象

資
材
中
、
温
床
資
材
及
び
租
子
に
つ
い
て
は
配
給
制
度
は
廃
止
さ
れ
る
が
引
続
き
水

制
度
の
適
用
を
認
め
る
こ
と
と
し
、
そ
の
他
に
つ
い
て
も
現
行
通
り
肥
料
、
農
謀
、
農
機
具

及
び
北
海
道
に
お
け
る
藁
工
品
を
対
象
資
材
と
す
る
。

伺
農
業
手
形
に
よ
る
農
家
の
借
入
期
間
は
現
行
通
り
十
一
ヶ
月
以
内
に
据
置
診
、
始
期
に
つ

い
て
も
現
行
通
り
と
す
る
が
、
四
国
及
び
九
州
に
お
け
る
終
期
に
つ
い
て
は
十
二
月
迄
と
な

っ
て
い
た
の
を
翌
年
一
月
末
、
迄
と
す
る
こ
と
に
改
め
る
。

右
に
よ
り
各
地
方
に
お
け
る
農
業
手
形
の
始
則
及
び
終
期
は

占ハ

O
九



北
海
道
、
東
北
、
北
陸

四
国
、
九
州

右
以
外
の
地
方

と
な
る
。

伺
農
業
手
形
の
市
中
金
利
の
最
高
限
度
は
明
年
も
現
行
通
り
農
協
組
、
小
売
業
者
日
歩
二
銭

四
臣
、
信
述
、
銀
行
日
歩
二
銭

一
底
、

山属
中
日
歩
一
銭
九
厘
(
本
行
U
M

歩
一

一銭
六
厘
)
と
し
て

指
導
す
る
こ
と
と
す
る
。

円
昭
和
二
十
六
年
一

月
五
日
】

納
入
物
資
引
取
関
係
資
金
に
つ
き
ス
タ
ン
プ
手
形
制
度
を
適
用

原
崎
原
毛
並
び
に
原
油
に
つ
い
て
は
輸
入
業
者
よ
り
の
メ
ー
カ
ー
引
取
資
金
に
つ
き
既
に

ス
タ
ン
プ
手
形
制
度
の
適
用
が
臨
め
ら
れ
て
い
る
が
、
間
際
情
勢
の
推
移
に
伴
い
緊
要
輸
入
物

資
(
M
m
則
と
し
て
原
材
料
)
の
輸
入
確
保
が
現
下
の
急
務
と
認
め
ら
れ
る
実
情
に
鑑
み
、
今
般
右

以
外
の
品
目
に
つ
い
て
も
そ
の
引
取
資
金
融
資
の
円
榊
化
を
図
る
為
め
必
要
に
よ
り
ス
タ
ン
プ

手
形
制
度
の
適
用
を
認
め
る
方
針
と
し
差
当
り
鉄
鋼
附
係
原
料

(
鉄
鉱
石
、
マ
ン
ガ
ン
鉱
、
石

炭
及
び
銑
鉄
〉
及
び
皮
蕊
(
原
皮
に
限
る
)
に
つ
き
炊
の
要
領
に
よ
り
同
制
度
が
適
用
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

付

融

資

対

象

(=)同

手
形
金
額

手
形
期
間

参

ー告岳
4・

、._/
適基

付

録

二二一始

月 j明

終

期
十
二
月

一

月

十
二
月

月月

民
間
輸
入
に
よ
る
輸
入
物
資
の
引
取
業
者
〈
輸
入
業
者
よ
り
引
取
を
な
す

メ
ー
カ
ー
に
似
る
〉

但
し
生
産
業
者
が
輸
入
業
者
を
兼
ね
て
い
る
場
合
を
含
む
。

引
取
輸
入
物
資
代
金
(
運
賃
及
び
保
険
料
を
含
む
)
の
範
間
内
。

生
産
期
間
よ
り
ユ

ー
ザ
ン
ス
に
よ
り
生
産
金
融
を
カ
バ

ー
し
得
る
期
聞
を
差

引
い
た
期
間
以
内
と
し
鉄
鋼
関
係
原
料
は
三
ヶ
月
以
内
、
皮
革
は
四
ヶ
月
以

内。高
率
迫
矧
手
続
改

正

実

点

推

移
ニ
問、

-1:; 

凶

用

対

附

手

割

引

制

民

手

棚

引

一

般

貸

付

前
三
ヶ
月
の
各
月
末
預
金

残
高
の
平
均
制

貿
手
制
引
除
外

(
二
問
、
七
、
凶
)

貸

/.1.¥ 

訟

の

預

市

金

残

六

一
O

(四)

確
認
資
料

輸
入
物
資
の
引
取
、
運
賃
保
険
料
の
支
払
を
証
す
る
に
足
る
書
類
写
又
は
そ

の
要
項
を
記
し
た
書
類
。

【
昭
和
二
十
六
年
一
月
十
六
日
】

月

高
率
適
用
手
続
一

部
改
正

現
行
・
同
率
適
用
手
続
に
つ
い
て
は
昨
年
十
二
月
に
適
用
先
の
過
度
な
木
行
依
存
傾
向
を
是
正

し
、
金
融
の
正
常
化
を
図
る
趣
旨
か
ら
若
干
の
改
正
強
化
を
実
施
し
た
が
、
最
近
の
経
済
金
融

情
勢
の
変
化
に
鯨
み
今
般
有
と
同
一
趣
旨
を
以
っ
て
更
に
漸
進
的
強
化
改
正
を
一
一
一月
二
十
日
よ

り
実
施
す
る
こ
と
与
な
っ
た
。

改
正
の
要
点
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

付
第
一
次
間
滞
適
用
限
度
額
を
基
準
預
金
政
問
の
一
%
相
当
額
全
超
え
八
%
相
当
額
迄
と
し

た
こ
と
(
二
%
引
下
げ
)
。

同
第
二
次
市
山
中
適
用
利
子
歩
合
を
次
の
通
り
改
め
た
こ
と
。

仰
木
行
再
削
引
泊
料
商
業
手
形
を
担
保
と
す
る
貸
付

二
銭
一
一
組
〈

一
原
上
)

例
朗
氏
劾
手
形
、
ス
タ
ン
プ
手
形
、
復
金
保
証
手
形
、
農
業
手
形

又
は
油
業
手
形
を
担
保
と
す

る

貸

付

二

銭

一

一

一
鹿
(
三
匝
卜
一)

但
し
農
業
手
形
に
つ
い
て
は
二
銭
迄
軽
減
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

判

的

、
川
刊
に
掲
げ
る
手
形
以
外
の
も
の
を
担
保
と
す
る
貸
付

二
銭
五
鹿
(
ご
鹿
上
)

同

高

w
時
過
則
の
穏
和
措
置
を
按
霊
に
よ
る
軽
減
と
経
伺
に
よ
る
免
除
と
に
区
分
し
た
こ
と
。

な
お
第
二
次
高
率
適
用
利
子
歩
合
の
引
上
は
版
則
と
し
て
市
中
金
利
と
の
問
に
輸
を
与
え
な

い
趣
旨
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
優
遇
手
形
に
つ
い
て
は
一
座
鞘
を
認
め
あ
と
と
L
し
た
も

の
で
あ
る
。

二
五
、

一一、

二
五
、

一-
一、

ニ
占ハ、

ニ
O

両
手
制
引
除
外

尚
手
を
再
び
対
象

前
三
ヶ
月
の
各
月
中
平
均

預
金
残
高
の
平
均
額



額

の度

隈限

度

更

。。
第最

適

0 
最用

不リ

O
第

次割
ロ

ワ

優
遇
手
形
担
保
貸
付

右
以
外
の
担
保
貸
付

O
第

三

次

優
遇
手
形
担
保
貸
付

再
剖
適
格
尚
手
担
保

貸
付

右
以
外
の
担
保
貸
付 次低額新低率

井-・

均?

イ品

..J... 
ノ¥

日厘座厘

二
銭
一
一
度〈

四
座
引
下
)

三
銭
一
一
座(

四
厘
引
下
)

一
一
銭
三
一座〈

凹
座
引
下
)

月

輸
入
麻
原
料
、
脱
脂
綿
製
造
用
原
棉
に
つ
き
ス
タ
ン
プ
手
形
制
度
を
適
用

緊
要
輸
入
物
資
(
原
則
と
し
て
原
材
料
)
の
引
取
資
金
に
つ
い
て
は
必
要
に
応
じ
ス
タ
ン
プ
手

形
制
度
の
適
用
を
認
め
る
方
針
の
下
に
現
在
原
崎
原
毛
、
原
油
、
鉄
鋼
関
係
原
料
及
び
皮
革

に
つ
含
問
制
度
の
適
用
を
行
っ
て
い
る
が
、
今
般
更
に
麻
原
料
及
び
脱
脂
綿
製
造
用
原
綿
に
つ

を
故
の
要
領
に
よ
り
同
制
度
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
ム
な
っ
た
。

な
お
右
と
同
時
に
原
毛
関
係
ス
タ
ン
プ
手
形
の
適
用
対
象
で
あ
る
輸
入
原
毛
に
は
シ
ヨ
デ

イ
1
、
ノ
イ
ル
等
の
毛
紡
績
の
輸
入
原
料
を
含
む
扱
と
し
た
。

ハ円
融
資
対
象
民
間
輸
入
に
よ
る
輸
入
物
資
の
引
取
業
者
〈
輸
入
業
者
よ
り
引
取
を
な
す

メ
ー
カ
ー
に
限
る
)

引
取
輸
入
物
資
代
金
(
運
賃
及
び
保
険
料
を
含
む
)
の
範
間
内

軟
質
麻
原
料
(
黄
麻
、
苧
麻
、
亜
麻
〉
四
ヶ
月
以
内

伺同

手
形
金
額

手
形
期
間総

務

部

短

信

基
準
預
金
残
高
の

一
%

右
を
超
え
一
一

一%
相
当
額

ま
で

公
定
割
引
歩
合
又
は
最
低

利
子
歩
合

公

定

割

引

歩

合

最

低

利

子

歩

合

最
低
利
子
歩
合
よ
り
一一一匡

高

銭

五

銭

五

銭

七

昭
和
二

十

六
年
分

最
低
刺
子
歩
合
よ
り

二
厘
高
〈
一
厘
引
下
)

銭(
一
一
雄
引
下
)

一
一
銭

一
厘(

二
厘
引
下
)

μ-

1サ

月

初

向

上

右
を
超
え
八
路
相
当
額
ま

で

基
準
預
金
残
高
の

一
%

右
を
超
え

一
O
銘
相
当
額

ま
で

〆戸、、

銭

ニ
銭
三
座

(一
ニ
厘
引
上
)

二
銭
三
厘

(
二
厘
引
上
)

二
一
銭
一
厘

(
一
厘
引
上
)

ニ
銭
五
鹿

(
二
厘
引
上
)

【昭
和
二
十
六
年
三
月
五
日
】

硬
質
麻
原
料
(
ア
パ
カ
、
サ
イ
ザ
ル
)
一
一
一ヶ
月
以
内

脱
脂
綿
用
原
綿

三
ヶ
月
以
内

輸
入
物
資
の
引
取
、
運
賃
保
険
料
の
支
払
を
-
証
す
る
に
足
る
書
類
写
又
は
そ

の
要
項
を
記
し
た
書
類

【昭
和
二
十
六
年
三
月
五
日
】

掻
助
資
金
中
小
企
業
貸
付
制
度
の
改
正

媛
助
資
金
中
小
企
業
貸
付
制
度
の
改
正
に
つ
い
て
は
か
ね
て
懸
案
と
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
今

般
関
係
当
局
の
京
認
が
得
ら
れ
た
の
で
去
る
二
月
ご
十
八
日
附
で
改
正
省
令
、
告
示
が
公
布
さ

れ
、
二
月
十
九
日
に
遡
り
実
施
さ
れ
る
と
と
と
な
っ
た
。
改
正
の
要
点
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

村
融
資
対
象
の
企
業
規
模
は
、
原
則
と
し
て
資
木
金
五
百
万
円
以
下
従
業
員
三
百
名
以
下

に
、
一
件
の
貸
付
金
瀬
ほ
五
百
万
円
以
下
に
制
限
が
緩
和
さ
れ
た
と
と
。

同
援
助
資
金
貸
付
と
取
掻
金
融
機
関
貸
付
と
の
融
資
割
合
及
び
償
還
方
法
は
、
従
来
の
制
限

個)

確
認
資
料

-'-ノ、



付

録

s(ω
資
本
金
三
百
万
円
以
下
問
従
業
員
二
百
名
以
下
問
一
件
の
貸
付
金
額
三
百
万
円
以
下
)
内

の
場
合
は
、
五
対
玉
、
布
中
優
先
弁
諦
又
は
七
対
=
一
、
松
分
弁
演
の
何
れ
か
に
よ
り
、
従
来

の
制
限
-Vこ
で
も
超
え
る
場
合
は
七
対
三
按
分
弁
済
に
よ
る
と
と
と
な
っ
た
と
と
。

同
取
掛
金
融
機
関
と
し
て
従
来
の
銀
行
〈
信
託
銀
行
を
含
む
)
及
び
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
外

に
、
大
蔵
大
臣
の
指
定
す
る
金
融
機
関
(
差
当
り
近
く
無
尽
会
社
二
五
社
及
び
信
用
協
同
組

百世

|申l

九三二四 |込 !ー
ーム♀ー万引1'1--i一

受!十

三三三 d
九七二九両剛I i 

ヌオ

象

資

主罪

輸

出

産

業

重
要
基
礎
産
業
の
関
連
産
業

生

必

物

資

産

業

合

計
玉

月

本
年
度
購
繭
手
形
に
引
続
き
本
行
ス
タ
ン
プ
手
形
制
度
を
適
用

製
糸
業
者
の
購
繭
資
金
に
つ
い
て
は
そ
の
特
殊
性
並
び
に
輸
出
の
増
進
を
図
る
趣
旨
か
ら
間

和
二
十
二
年
秋
以
来
ス
タ
ン
プ
手
形
制
度
を
適
用
し
て
来
た
が
、
本
年
も
右
と
同

一
趣
旨
に
よ

り
次
の
要
領
で
同
制
度
の
適
用
を
認
め
る
と
と
L

し
た
。

付
金
融
機
関
が
器
械
生
糸
製
造
業
者
、
蚕
駆
製
造
業
者
及
び
輸
出
玉
糸
指
定
製
造
業
者
に
対

し
業
者
振
出
、
金
融
機
関
宛
約
束
手
形
に
よ
り
生
繭
買
入
代
金
を
融
通
し
た
も
の
で
あ
る
こ

と
。
〈
従
来
通
り
)

伺
手
形
金
額
は
生
繭
買
入
代
金
の
λ
五
%
以
内
で
あ
る
と
と
。
(
従
来
通
り
)

同
手
形
期
聞
は
七
ヶ
月
以
内
の
必
要
最
短
期
間
で
あ
る
こ
と
。
(
従
来
八
ヶ
月
)

同
釜
入
諸
費
は
乾
繭
資
相
当
相
|
貫
当
一
一
一

O
円
以
内
ー
に
限
り
繭
代
に
加
算
を
認
め
る
こ

と
。
〈
昨
年
度
は
六

O
円
見
当
)

【
昭
和
二
十
六
年
五
月
十
五
日
】

定
期
預
金
利
率
等
の
引
上

政
策
委
員
会
で
は
金
利
調
終
・
結
論
会
の
答
申
に
基
き
、
定
則
預
金
刺
本
等
の
最
高
限
肢
を

次
の
通
り
引
上
げ
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
な
お
笑
施
の
則
日
は
五
月
二
十

一
日
の
予
定
で
あ

月

..J... 
ノ、

合
一

O
組
合
が
指
定
さ
れ
る
筈
)
が
追
加
さ
れ
た
こ
と
。

因
み
に
、
中
小
企
業
貸
付
申
込
の
処
理
状
況
は
次
の
如
〈
で
あ
る
が
、
申
込
は
一
月
中
四

八
件
、
六
五
百
万
円
、
二
月
中
五

O
件
六
三
百
万
円
と
依
然
と
し
て
不
振
を
続
け
て
い
る
。

然
し
今
回
の
改
正
に
よ
り
今
後
申
込
の
増
大
が
見
込
ま
れ
る
。

定
期
預
金
利
率
の
最
高
限
度

則

間

六

ヶ

月

の

も

の

年

利

四

分

九

.E(一こ.皿
上
げ
)

則

問

一

ヶ

年

壬

手

五

分

間

距

(

凹

厘

上

げ

)

指
定
金
銭
信
託
の
予
定
配
当
率
最
高
限
度

信
託
期
同
一
年
以
上
の
も
の
年
利
五
分
四
原
(
四
距
上
げ〉

信

託

期

間

二

年

子

手

七

分

(

一

分

上

げ

)

信

託

期

間

五

年

九

分

(

二

分

上

げ

)

【
昭
和
二
十
六
年
五
月
十
五
日
】

言1・

認

一
百
万
円

φ

五
三

一二
一一一
一

二一一一
千

一一

O
一

八一二阻
四八六 O件

る。(→ (斗

--L 
/'¥ 

明
刑

受!空

lて 1i平
六四六五J理|五
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00一九両 I一

一一一ー一一一一一白月

以

件
一

百
万
円
一

四

O
六
一

四
九
六
一

四
六

O
一

五
五

O
一

二
六
五
一

一ニ

二
三

一一
一一

二

三ムハ

一
一

【昭
和
二
十
六
年
三
月
王
日
】

来

累

E
V
E
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月

レ
ギ
ュ
ラ
ー
・
ウ

ェ
イ
実
施
に
伴
う
金
融
繕
置
に
つ
い
て

証
券
取
引
法
制
定
以
来
の
懸
惜
別
で
あ
っ
た
所
制
レ
ギ
ュ
ラ
ー

-
ウ
ェ
イ
も
五
月
十
七
日
関
係

省
令
及
び
規
則
の
施
行
を
み
、
東
西
市
場
に
お
い
て
は
六
月

一
日
発
足
し
た
が
、
と
れ
に
必
要

な
資
金
な
名
地
説
券
金
融
会
社
(
以
下
流
企
と
い
う
)
が
制
連
す
る
に
つ
い
て
は
本
行
に
お
い
て

総
額
一
七
億
円
を
限
度
と
し
て
資
念
的
媛
助
を
行
う
こ
と
と
な
り
、

コ
ー
ル
市
場
よ
り
制
連
す



る
東
京
及
び
大
阪
に
つ
い
て
は
短
資
業
者
に
対
し
不
是
資
金
の
貸
出
を
行
い
、
市
中
協
調
融
資

に
よ
る
東
京
及
び
大
阪
以
外
に
つ
い
て
は
融
資
銀
行
の
資
金
繰
り
の
面
で
考
慮
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

-
右
り
中
証
金
の
コ

1
ル
取
入
は
株
式
担
保
と
な
る
が
そ
の
取
扱
を
簡
便
な
ら
し
め
る
た
め
取

引
所
と
証
金
の
聞
で
定
め
た
短
資
取
引
担
保
株
式
掛
り
証
規
程
に
よ
る
株
式
預
り
証
を
用
い
る

こ
と
と
な
り、

本
行
に
お
い
て
は
右
預
り
証
を
附
随
担
保
と
す
る
証
金
の
短
資
手
形
を
適
格
担

保
と
し
て
認
め
る
こ
と
と
し
、
そ
の
取
扱
手
統
合
析
に
定
め
、
又
短
資
業
者
に
対
す
る
貸
出
手

続
に
所
援
の
改
吋止
を
加
え
た
。

【昭
和
二
十
六
年
六
月
五
日
】

八

月

預
金
刺
率
等
の
引
上

政
策
委
員
会
で
は
金
利
調
整
審
議
会
の
答
申
に
基
ぎ
預
金
刺
率
並
び
に
貸
出
利
率
の
量
高
限

度
を
次
の
通
り
変
更
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

九
月
一

日
よ
り
実
施
の
予
定
で
あ
る
。
な
お
丙

極
貸
出
に
対
す
る
貸
出
金
利
を
抑
制
の
対
象
と
す
る
件
に
つ
い
て
は
引
続
会
校
則
す
る
こ
と
と

七
、
今
回
は
留
保
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

付
銀
行
の
定
期
預
金
利
率
の
最
高
限
度

期
間
三
ヶ
月
の
も
の
年
利
四
分
(
三
原
上
げ
)

期
間
六

ヶ

月

手

五

五

分

(

二

毘

上

げ

)

期
間
一
ヶ
年

t

y

A

Y

六
分
(
六
厘
上
げ
〉

同
信
託
会
社
(
信
託
業
務
を
兼
営
す
る
銀
行
を
含
む
)
の
指
定
金
銭
信
託
の
予
定
配
当
率
の
最

高
限
・
度信

挺
刷
間
一
年
以
上
の
も
の
年
刺
六
分
(
山
ハ
塵
上
げ
)

同

銀
行
の
日
歩
預
金
又
は
貯
金
刺
率
の
最
高
限
度

器
開
鎚
及
日
歩
六
鹿
(
一
座
上
げ
)

翻

鱗

鐸

額

貯

口

歩

八
凪
(
ト
叫
)

別
段
預
金
及
其
の
他
の

通
知
預
金

手

七
厘
〈

手

)
鰍
預
金

同
金
融
機
関
相
互
聞
の
預
金
利
率
等
の
最
高
限
，
度

定
期
預
金
(
期
間
三

ヶ
月
以
上
)

別
段
預
金
及
其
の
他

の
雑
淵
金

， 
" 

七
厘
(
手

普
通
預
金

日
歩
七
厘
(
一

一民上
げ
)

重
ヘ
一
厘

J

E
歩

一
銭
六
J
(上
げ
」

通
知
預
金

，Y

九
厘
(
， 
'l 

、、J

七一
雄
(

A
F

総
務
部
短
信

間
和
二
十
六
年
分

但
し
政
林
中
央
金
庫
系
統
金
融
機
関
よ
り
の
預
り
金
の
利
率
及
び
指
定
金
銭
信
託
の
予
定

配
当
率
は
現
状
に
据
置
〈
も
の
と
す
る
。

伺
銀
行
及
び
農
林
中
央
金
庫
に
お
け
る
貸
出
の
内

貸
付
及
び
日
本
銀
行
再
割
引
適
格
貿
易
手
形
の
剖
引
を
除
く
割
引
に
て

一
件
の
金
額
百
万
円

以
下
の
も
の
は
臨
時
金
利
潤
盤
法
に
よ
る
貸
出
利
本
の
最
高
限
度
を
適
用
し
な
い
ζ
と
と
す

る。

【昭
和
二
十
六
年
八
月
二
十
五
同
】

十

月

本
行
基
準
割
引
歩
合
及
び
貸
付
利
子
歩
合
の
変
更

本
行
基
準
歩
合
は
昭
和
二
十
三
年
七
月
に
変
更
し
て
以
来
据
置
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
後
は

高
率
適
用
制
度
の
運
用
に
よ
っ
て
貸
出
金
利
の
調
節
が
行
わ
れ
て
来
た
が
、
今
後
の
我
国
財
政

経
済
金
融
の
情
勢
に
鑑
み
、
金
利
体
系
の
正
常
化
を
進
め
、
金
融
機
関
を
し
て
一

層
経
営
の
合

理
化
と
資
金
の
吸
収
に
努
め
し
め
る
趣
旨
よ
り
、

此
の
度
左
の
よ
う
に
各
基
準
歩
合
を
ニ
間
引

上
げ
十
月

一
日
か
ら
実
施
し
た
。

な
お
木
年
度
品
業
手
形
担
保
貸
付
及
び
指
定
時
前
貸
付
の
貸
付
利
子
歩
合
は
基
準
歩
合
の
変

更
後
に
お
い
て
も
従
来
の
適
用
利
子
歩
合
に
据
置
〈
こ
と
L
な
っ
た
。

新
基
準
割
引
歩
合
及
び
貸
付
利
子
歩
合

て

商

業
手
形
若
し
く
は
商
業
手
形
に
準
ず
る
手
形
の
割
引

歩

合

日

歩
一
銭
六
原

二、

国
債
、
ス
タ
シ
プ
手
形
及
び
貿
易
手
形
等
を
担
保
と
す
る
貸
付
利
子
歩
合

日
歩

一
銭
七
厘
以
上

ス
タ
ン
プ
手
形
及
び
貿
易
手
形
等
以
外
の
も
の
を
担
保
と
す
る
貸
付
利
子
歩
合

日
歩
一

銭
八
厘
以
上

日
歩
二
鍛

}
鹿

【昭
和
二
十
六
年
十
月
王
口
】

=
一
、
国
債
、

問
、
当
座
貸
越
刺
子
歩
合

、、J

高
率
適
用
手
続

一
部
改
正

市
中
金
融
機
関
の
過
度
の
本
行
依
存
傾
向
の
是
正
と
限
度
額
算
定
の
合
理
化
を
図
る
趣
旨
か

ら
高
率
適
用
手
続
が
改
正
さ
れ
、
十
月
十
五
日
よ
り
実
施
さ
れ
る
と
と
L
な
っ
た
。

改
正
の
要
点
は
決
の
通
り
で
あ
る
。

付
限
度
税
算
定
の
基
準
と
し
て
預
金
残
高
の
外
に
高
率
適
用
先
の
規
棋
等
を
一

応
反
映
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
自
己
資
本
を
探
入
れ
、
預
金
粉
飾
の
弊
容
を
除
去
す
る
た
め
に
蹟
金
残

、』ノ

-L. ノ、



やj

録

高
よ
り
切
手
手
形
残
高
相
当
額
を
控
除
す
る
こ
と
L
し
、
更
に
本
行
信
用
に
依
存
す
る
度
合

の
大
小
に
応
じ
て
限
度
額
が
削
減
せ
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
こ
と
。

口

限
度
額
の
更
新
は
従
来
毎
月
行
っ
て

い
た
が
、
こ
れ
を
四
半
期
毎
に
行
う
こ
と
L

し
た
こ

ル」。因
み
に
新
算
定
方
式
に
よ
る
本
年
度
第
三
四
半
期
の
限
度
額
と
手
続
改
正
前
の
基
散
に
よ
る

限
度
額
(
十
月
分
)
と
を
比
較
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

第
三
四
半
期
限
度
額
(
A)
十
月
分
限
度
額
〈
B
〉

ヘ
十
月
十
五
日
よ
り
十
二
J
ヘ
十
月

一
日
よ
り
十
J

A

B

f

月
末
迄
適
用
分

、
f

四
日
迄
適
用
分
、

百

万

円

百

万

円

%

一
一
、五
二
O

二
二
、
四

八

七

八

五

・四

四
二
、
七

一
一

五
二
、
六
一

一
一
一
八

一
二

三
O
、
九
八
一

二
九、

O
六

七

一

O
六
・五

一一一
二
一

O

三
、
九
一
一

七
九
・五

八
八
、
三

二

二

九

九

、

O
七
λ

八
九
二

【昭
和
二
十
六
年
十
月
五
日
】

食
融
機
開
業
印
刷
別

旧

特

殊

銀

行

十

一
大

銀

行

地

方

銀

行

信

託

銀

行

・
ド
』

E-事"

内
国
為
管
集
中
決
済
制
の
廃
止
に
つ
い
て

本
行
に
お
い
て
は
今
般
次
の
よ
う
な
越
旨
よ
り
、
附
和
十
八
年
五
月
以
来
実
施
さ
れ
て
い
る

内
国
為
替
集
中
決
済
制
度
を
明
年
四
月
を
目
棋
と
し
て
廃
止
の
こ
と
に
内
定
し
た
。

付

現

行
制
度
で
は
内
国
為
替
集
中
決
済
預
り
金
特
に
立
替
見
合
金
、
と
し
て
相
当
徹
の
市
中
資

金
を
本
行
に
吸
収
し
お
く
結
果
と
な
っ
て
い
る
が
、
右
資
金
を
コ
1
ル
市
場
等
に
放
出
さ
せ

て
手
形
割
引
市
場
の
育
成
を
図
り
金
融
の
正
常
化
に
資
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
こ
と
。

同

現

行

制
度
は
立
替
払
制
を
通
じ
兎
角
市
中
銀
行
の
信
用
膨
脹
に
利
用
さ
れ
る
傾
向
が
あ

り
、
こ
れ
が
本
行
信
用
調
節
力
の
強
化
を
随
伴
し
て
い
る
こ
と。

伺

現

行

制
度
の
廃
止
に
よ
っ
て
市
中
金
融
機
関
の
結
党
の
膨
脹
を
も
た
ら
す
こ
と
は
避
け
ら

れ
な
い
が
、
現
在
の
金
融
機
関
の
収
議
状
況
か
ら
み
て
、
些
し
た
る
影
響
は
な
い
も
の
と
考

え
ら
れ
る
こ
と
。

側
為
替
は
預
金
、
貸
出
と
並
ん
で
市
中
銀
行
本
来
の
業
務
で
あ
り
、
今
後
外
国
為
替
業
務
に

乗
り
出
す
た
め
に
も
、

内
国
為
替
決
済
を
自
力
で
行
う
こ
と
に
よ
っ

て
為
替
業
務
一
般
に
習

熟
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
と
。

【
昭
和
二
十
六
年
十
月
二
十
五
日
】

六
一
四

十

月

外
国
為
替
貸
付
制
度
の
改
正
及
び
右
に
伴
う
輸
入
手
形
決
済
資
金
等
の
金
融
措
置
に
つ
い
て

最
近
に
お
け
る
金
融
情
勢
の
推
移
に
鑑
み
輸
入
貿
易
金
融
の
正
常
化
を
図
る
た
め
、
外
国
為

替
貸
付
制
度
が
改
定
さ
れ
る
と
共
に
輸
入
手
形
決
済
資
金
等
に
つ
い
て
僅
過
措
置
が
講
ぜ
ら
れ

る
こ
と
と
な
り
、
い
ず
れ
も
十
}
月
一
口
よ
り
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

付

外
国
為
替
貸
付
制
度
の
改
定

外
国
為
替
貸
付
制
度
中
乙
趣
貸
付
(
輸
入
手
形
決
済
資
金
の
貸
付
〉
及
び
特
別
決
済
勘
定
決

済
関
係
貸
付
を
廃
止
し
、
甲
種
段
階
の
貸
付
(
輸
入
信
用
状
開
設
保
証
金
の
貸
付
〉
は
左
の
通

り
一
部
改
正
の
上
存
続
す
る
と
と
と
な
っ
た
。

同
従
来
は
輸
入
信
用
状
及
び
輸
入
に
伴
う
運
賃
、
保
険
料
等
の
諸
掛
関
係
信
用
状
開
設
所

要
資
金
を
貸
付
の
対
象
と
し
て
い
た
が
、
右
の
外
輸
出
保
証
金
、
入
札
保
証
金
等
経
常
国

際
取
引
に
基
く
貿
易
外
支
払
の
た
め
の
惰
用
状
開
設
所
要
資
金
を
も
貸
付
の
対
象
と
し
て

認
め
る
ζ
と
と
し
た
。

例
制
息
は
従
来
同
様
年
四
分
で
あ
る
が
、
従
来
毎
臆
月
分
を
翌
月
よ
り
数
え
て
三
月
自
の

月
の
五
日
ま
で
に
徴
求
し
て
い
た
の
を
改
め
、
毎
.
府
月
分
を
翌
々
月
の
十
五
日
ま
で
に
徴

求
す
る
ζ

と
と
し
た
。

伺

輸

入

手
形
決
一
街
資
金
等
の
金
融
措
置

川

崎

入
手
形
決
済
資
金
関
係
手
形

外
国
為
替
貸
付
の
乙
種
貸
付
及
び
特
別
決
済
勘
定
決
済
関
係
貸
付
の
廃
止
に
伴
う
輸
入

手
形
決
済
資
金
の
融
資
に
つ
い
て
は
貿
易
手
形
制
度
を
準
用
し
て
そ
の
円
滑
化
を
図
る
こ

と
と
な
っ
た
。

右
手
形
の
手
形
州
問
は
従
来
の
乙
租
貸
付
の
貸
付
加
削
と
向
指
原
則
と
し
て
一
一
一
ヶ
月
以

内
と
し
、
臥
洲
及
び
地
中
海
沿
岸
、

法
洲
等
の
述
隔
地
よ
り
輸
入
す
る
場
合
は
凹
ヶ
月
以

内
と
し
た
。
な
お
輸
入
業
者
の
貰
に
附
す
べ
か
ら
ざ
る
事
由
に
よ
っ
て
輸
入
貨
物
の
到
着

に
著
し
く
時
日
を
要
し
た
場
合
そ
の
他
必
製
巳
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
最

長
二
ヶ
月
の
範
囲
内
で
手
形
の
切
替
を
認
め
る
こ
と
と
し
た
。

同

輸

入
貨
物
海
外
迩
質
五
び
保
険
料
関
係
手
形

従
来
は
F
O
B挫
等
に
よ
る
輸
入
の
場
合
の
運
賃
、
保
険
料
は
C
I
F
挫
輸
入
の
場
合

と
典
り
商
品
代
金
と
は
別
個
に
決
済
せ
ら
れ
、
ス
タ
ン
プ
手
形
扱
と
な
る
た
め
そ
の
削
に



金
融
上
の
取
扱
に
不
均
衡
を
生
じ
、

F
O
B建
取
引
が
不
円
滑
と
な
る
棋
が
あ
る
等
の
実

情
に
鑑
み
、
邦
船
刺
用
の
位
進
、
外
貨
節
約
等
の
趣
旨
か
ら
輸
入
貨
物
の
海
外
運
賃
及
び

保
険
料
関
係
手
形
に
つ
い
て
も
貿
易
手
形
制
度
を
準
用
す
る
こ
と
と
し
、
手
形
則
聞
は
運

賃
又
は
保
険
料
の
支
払
日
か
ら
輸
入
貨
物
の
税
込
時
を
基
準
と
し
て
輸
入
手
形
決
済
資
金

関
係
手
形
の
場
合
と
同
一
の
方
法
に
よ
り
算
定
し
た
期
日
迄
の
期
間
と
す
る
と
と
と
し

た。

‘
叶

w-

そ
の
他
の
輸
入
諸
掛
資
金
関
係
手
形

従
来
通
り
ス
タ
γ
プ
手
形
制
度
を
適
用
し
、
手
形
期
間
は
原
則
と
し
て
二
ヶ
月
以
内
と

し
た
。

村
本
行
に
お
け
る
取
扱
方

輸
入
手
形
決
済
資
金
関
係
手
形
、
輸
入
貨
物
海
外
運
賃
及
び
保
険
料
関
係
手
形
は
割
引

適
格
貿
易
手
形
と
し
て
割
引
に
応
じ
得
る
こ
と
と
し
、
割
引
の
日
か
ら
手
形
期
日
迄
の
期

間
が
三
ヶ
月
を
超
え
る
手
形
に
つ
い
て
も
内
規
第
六
十
三
条
の
「
特
-
一
定
ム
ル
場
合
」
と
し

て
割
引
に
応
じ
得
る
こ
と
と
し
た
。

そ
の
他
の
輸
入
諸
掛
資
金
関
係
手
形
は
従
来
通
り
ス
タ
ン
プ
手
形
と
し
て
担
保
貸
付
に

応
じ
得
る
扱
で
あ
る
。

国
本
措
置
実
施
に
よ
る
金
利
負
担
の
変
化

信
用
状
開
設
よ
り
輸
入
手
形
到
着
迄
の
期
間
(
甲
段
階
〉
を
二
ヶ
月
、
輸
入
手
形
到
着
後
の

.貸
付
期
間
(
乙
段
階
)
を
一
一一ヶ
月
と
し
た
場
合
の
金
利
負
担
を
従
来
の
外
国
為
替
貸
付
制
度
に

よ
っ
た
場
合
と
改
正
措
置
に
よ
っ
た
場
合
と
を
比
較
す
る
と
次
り
通
り
で
あ
る
。

従

来

の

外

国

為

替

貸

付

改

正

措

置

に

よ

る

場

合

に

よ

る

場

合

(

年

利

)

(

年

利

)
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叩

段

階

一
一-iO

二
・五

二
・
O

二
・五

乙

段

階

四

・

O

五
・
O

五
・
八

四

七

ニ

ニ

通

算

一

ニ
ー

一

四

)
O

回
二
一
一O
閉

五

h
一一一八

引
円

刑
問

刊

少

泊

ジ

実

数

一一
一一一
一て
一一一一一一

一
六
六
・
六
六

一
七
九
・一二
一一
一

二
一
一四
・
二
ハ

(
一
万
弗
に
つ
き
)

(
註
)
叩
段
階
の
企
剰
は
年
四
%
で
あ
る
が
、
甲
段
階
の
貸
付
金
額
(
輸
入
信
阿
状
捌
霞
保
統
金
V

が
信
用
状
金
額
の

五
O
%
と
な
っ
て
い
る
の
で
省
褒
で
は
乙
段
階
の
貸
付
金
柑
酬
を
基
準
と
し
て
年
二
%
と
し
た
。

【
脳
和
二
十
六
年
十

一
月
五
日
】

総
務
部
短
信

昭
和
二
十
七
年
分

十

二

月

通
貨
発
行
限
度
の
変
更
に
つ
い
て

十
二
月
十
五
日
第
十
五
回
通
貨
発
行
審
議
会
が
開
催
さ
れ
、
年
度
末
誌
の
資
金
需
給
見
透
、

通
貨
発
行
限
度
等
に
つ
き
検
討
さ
れ
た
。

資
金
需
給
見
透
に
よ
れ
ば
年
度
末
、
通
貨
発
行
高
は
四
、
七
O
O億
円
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、

今
後
の
通
貨
発
行
高
が
年
末
を
除
き
略
新
限
度
内
で
収
ま
る
よ
う
限
度
を
引
上
げ
る
趣
旨
か
ら

新
限
度
は
四
、
七
O
O億
円
と
決
定
し
た
。

円
昭
和
二
十
六
年
十
二
月
十
五
日
】

昭
和
二
十
七
年
分

月

農
業
手
形
制
度
の
改
正

農
業
手
形
制
・
肢
に
つ
い
て
は
、
農
家
経
済
の
現
状
に
鍛
み
、
従
来
の
制
度
に
一
部
の
改
正
を

加
え
、
昭
和
ご
十
七
年
度
に
お
い
て
も
引
続
き
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
改
疋
の
要
点
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

一
、
米
、
麦
の
統
制
が
撤
廃
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
も
本
制
度
の
運
用
に
支
障
を
来
た
す
こ
と

の
な
い
よ
う
向
}
部
落
内
の
借
入
農
家
五
人
以
上
(
小
売
業
者
よ
り
借
入
を
行
う
場
合
に
お

い
て
部
落
内
五
人
以
上
の
結
合
が
困
難
な
と
き
等
己
む
を
得
な
い
場
合
は
、
同
一
市
区
町
村

内
の
借
入
農
家
主
人
以
上
〉
の
連
常
借
入
と
し
た
。
(
従
来
は
単
独
又
は
共
同
借
入
の
形
式
で

あ
り
、
共
同
借
入
の
場
合
に
お
い
て
も
、
債
務
は
借
入
農
家
別
の
個
別
債
務
で
、
連
帯
債
務

と
は
し
て
い
な
か
っ
た
。
〉

二、

農
業
手
形
担
保
貸
付
利
子
歩
合
に
つ
い
て
は
、
先
般
の
本
行
革
準
利
子
歩
合
改
訂
の
際
、

二
十
六
年
度
の
農
業
手
形
担
保
貸
付
利
子
歩
合
を
経
過
的
指
置
と
し
て
特
に
引
上
前
の
適
用

利
手
歩
合
(
日
歩

一
銭
六
厘
以
上
)
に
据
置
い
た
が
、
本
年
度
か
ら
は
新
基
準
貸
付
刺
子
歩
合

(日
歩
-
銑
八
厘
以
上
)
を
適
用
す
る
こ
と
と
す
る
と
共
に
、
本
制
度
に
よ
る
市
中
貸
出
金
利

の
最
高
限
度
に
つ
い
て
は
、
農
林
中
金
系
統
機
関
の
収
支
状
況
に
鑑
み
右
引
上
分
の
う
ち
一

座
を
農
林
中
金
に
、

一
座
を
末
端
農
家
に
負
担
ぜ
し
め
る
趣
旨
を
以
て
夫
々
次
の
通
り
指
導

す
る
こ
と
と
し
た
。
〈
括
弧
内
は
利
鞘
〉

六一

五


